












 

まえがき 

 わが国でサリドマイドの出荷停止を行ったのは,昭和 37 年 5 月であった。今

日までの認定患者数は 303 人である。この事件が残した教訓は,薬品や食品添加

物などで児ヘ異常を発生せしめる危険性ある物質の安全性の確認,および催奇

形性物質の監視体制を整えなければならない点に気付いたことである。 


